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平成13年度当初予算の概要�

みなさんの家計ではこのような
経費です。�

みなさんの家計ではこのような
収入です。�
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一般・特別会計
予 算 �

第４次庄川町民総合計画に�
もとづき町予算が決まる�

23 H13年／4月号� H13年／4月号�

�
�
　庄川町の平成13年度予算の概要を紹介します。�
　全会計の予算総額は、64億2,218万円（7.6％増）
となり、このうち一般会計は、38億5,800万円で前
年度に比較して3.2％の増となりました。�
　新年度予算額が前年度よりも増加となった主な要
因は、となみ野農協が建設する「種子消毒施設」に
対する補助金に2億247万円を計上したことや、前
年度から継続実施している雄神体育館建設事業に1
億5,800万円を計上したことなどによるものです。�

　また、新たに取り組む事業では、市町村合併推進
事業や自治振興会を新たに発足させることがあげら
れます。そのほかにも、健康センター（仮称）基本
設計、農業経営安定資金融資制度、環境モニター設
置、町福祉作業所運営補助金、平成14年度に町が
50周年を迎えることから記念事業準備及び町史編
さん事業、ＩＴ講習会などを予定しています。�
　それでは、38億5,800万円の町の一般会計予算額
を分かりやすいように年間1,000万円の収入がある
家庭に置き換えて見てみましょう。�

庄川町の一般会計予算額38億5,800万円を、年収1,000万円の家庭で分析してみました。�

予　　　　算　　　　額�

町税�

国庫支出金�
県支出金�
諸収入�

地方特例交付金�
地方譲与税�
利子割交付金�
地方消費税交付金�
自動車取得税交付金�
その他�

分担金及び負担金�
使用料及び手数料�
�
地方交付税�
�
町債�
�
繰越金�
財産収入�
繰入金�
寄附金�

　　　　計�

80,157 万円�

13,086 万円�
44,600 万円�
16,381 万円�

2,300 万円�
5,600 万円�
2,400 万円�
5,900 万円�
3,400 万円�
25 万円�

7,372 万円�
8,866 万円�

�
142,800 万円�

�
39,960 万円�

�
5,466 万円�
1,243 万円�
6,244 万円�

0�

385,800 万円�

サラリーマンの給料�

2,077,000円（21％）�

商店の売上のように販売した実
績に見合った金額が収入されます。�

1,920,000円（19％）�

手当のように毎月支給されるものではなくて、年に何
回か支給されるボーナスのようなものです。�

509,000円（５％）�

前年度からの繰越金や預金の取りくずしなどです。�

336,000円（４％）�

土地などを貸し付けたりして、得た収入です。�

421,000円（４％）�

住宅や車のローンによる借入のようなものです。�

1,036,000円（10％）�

家計を補うための家族の収入のようなものです。�
たとえば、おじいちゃんやおばあちゃんの年金、病気や災害
によってもらう生命保険や損害保険のようなものです�

3,701,000円（37％）�
（　　　　　　　　　　　　　　）�

計　　10,000,000 円�

予　　　　算　　　　額�

人件費�
�
扶助費�
�
公債費�
�
普通建設事業費�
�
災害復旧費�
�
維持修繕費�
�
物件費�
補助費等�
積立金�
投資及び出資金�
貸付金�
繰出金�
その他�

　　　　計�

66,250 万円�
�

9,816 万円�
�

60,378 万円�
�

118,823 万円�
�

173 万円�
�

6,391 万円�
�

29,087 万円�
53,617 万円�
845 万円�
2,013 万円�
13,620 万円�
23,787 万円�
1,000 万円�

385,800 万円�

節約できない経費。食費などの生
活費です。�

1,717,000円（17％）�

病院に支払う医療費です。�

254,000円（３％）�

公共施設や道路の建設にかけられる経費。住宅の新
築や自動車の購入の経費です。�

3,080,000円（30％）�

子どもの学校に係る教育費や保育料、生活費や住宅
の管理費、冠婚葬祭の費用、貯金、友人への貸付など
の経費です。�

3,215,000円（32％）�

家の維持に係る修繕費　　　　 165,000円（1.9％）�

台風被害などの住宅修繕費です。�

4,000円（0.1％）�

住宅や車のローンの返済金です。�

1,565,000円（16％）�

計　　10,000,000 円�

会　計　区　分� 予　算　額� 伸率（％）�

一 般 会 計 �
国民健康保険事業�
老人保健医療事業�
土 地 取 得 事 業 �
下 水 道 事 業 �
簡 易 水 道 事 業 等 �
水 道 事 業 �
　 計 　 �

　 合 　 計 　 �

38億5,800万円�
5億2,848万円�
8億6,906万円�
2億7,400万円�
6億8,447万円�

701万円�
2億   116万円�
25億6,418万円�
64億2,218万円�

3.2�
0.1�
0.2�
34.3�
57.1�

△   1.8�
5.9�
14.9�
7.6

特
別
会
計�



町
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り
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議会費�商工費�

保育所費�

小学校費�

中学校費�

国民健康保険事業�

老人保健医療事業�

町債現在高（借金）�

土木費�

消防費�

教育費�

公債費�

災害復旧費�

総務費�

民生費�

衛生費�

農林水産業費�

労働費�

（　　　　　　　　　　）�

45 H13年／4月号� H13年／4月号�

※人口は7,327人、園児は263人、児童は358人、生徒は220人、
国保は2,313人、老保は1,302人で計算しました。�

１２,２８０円�３４,６０２円�

園児一人あたり�

１，００９,９６６円�

児童一人あたり�

１４０,４１１円�

生徒一人あたり�

２１３,８６８円�

加入者一人あたり�

２２８,４８２円�

加入者一人あたり�

６６７,４８５円�

（平成12年度末見込）�

６５９,５７８円�
特別会計・債務負担行為額を�
含めると　　　１，１０９，４１６円�

６７,８９１円�

１７,２７１円�

３８,３７２円�

８２,４０７円�

２３６円�

６３,２５０円�

９１,２１８円�

２３,７９６円�

９１,２９９円�

２,５５９円�

◎ まちづくりに向けて�
・市町村合併推進費　130万円�
専任の職員を配置し、合併の必要性や町の現状について、
町民の皆さんに理解してもらうほか、県や近隣市町村との
調査研究、先進的に市町村合併推進協議会を設置している
自治体を視察し、情報をお知らせします。�

・自治振興会補助金　200万円�
地域が自ら考え、自らの力で実施し、行政と地域が
すべきことをより深く話し合うことで、新たな
まちづくりに取り組むため、各地区に自治
振興会を設立し、地域の活性化に取

り組みます。�

◎ 少子化に歯止め、　　
　 そして人口増に向けて�

・東山見保育所改修事業費　4,125万円�
保育所の厨房の改修を行い、明日を担う子ども
の保育環境を整備します。�

・定住化促進奨励金　2,650万円�
第３子育児奨励金を始め、人口増を
図るための奨励金を交付します。�

◎ 明日を担う　　　　
　　子どもの健全育成�

・14歳の挑戦事業費　30万円�
　中学校２年生を対象に一週間の期間、
町内の事業所で社会体験をするこ
とにより、自らの可能性を見
極める機会を与えます。�

◎ 特産種籾の　　　　　　　�
　　　充実・農業基盤安定に向けて�
・種子消毒施設建設費　2億247万円�
種籾の産地として種子消毒施設の建設等へ支援し、経営の安
定化を図ります。�

・たねもみシンポジウム開催　100万円�
庄川町で種籾生産者と全国各地の消費者等との意見交換
を行い、今後の展望を考えます。�

・農業経営安定資金融資制度 300万円�
認定農業者等に短期資金を支援する

ことにより、経営の安定を
図ります。�

◎ 生活環境の整備�

◎ 高齢化への対応�

◎ 地域福祉・保健衛生の充実�
・福祉作業所運営費補助金　143万円�

知的障害者の方々が社会参加や自立した生活を送ることがで
きるよう訓練する作業所に対して支援するものです。�

・ふれあいのまちづくり事業費　353万円�
住民参加により相互の助け合いや交流の輪を広げ、共に支えあ
う地域づくりを目指します。�

・健康センター（仮称）基本設計委託料 400万円�
保健・福祉・医療の一体化を進めるため、現在の保
健センターの機能を高めた「健康センター」（仮
称）の建設に向けて基本設計費を計上しま
した。�

・訪問介護事業費　　　　　
　　　　　　　1,262万円�
ホームヘルパーが家庭を訪問し、家事
援助や身体介護サービスをします。�

・介護保険事業費　5,862万円�
砺波地方介護保険組合に対し、介護給
付費や認定事務費等を負担金として支
出します。�

・老人保健事業費　　　　
　　　　　　2,629万円�
訪問指導、健康教育、各種
検診を行い、より疾病の
早期発見に努めます。�

・シルバー人材センター設
置補助金　　　　　400万円�
法人化に向けて取り組むため、これま
で以上に支援します。�

・高齢福祉振興費　4,127万円�
要介護者や一人暮らし高齢者等に対する
各種福祉サービスの実施や老人クラブへ
の活動費の補助、また、養護老人ホー
ムへの入所措置費の支援をします。�

・在宅介護支援センター費　
　　　　　　　　1,834万円�
在宅の要介護者やその家族に対し、
在宅介護に関する総合的な相
談に応じ、各種の保健・福
祉サービスが受けられる
よう関係機関と連絡

調整を行います。�

・下水道建設事業　　　　
　　　　　　2億3,980万円�
公共下水道や特定環境保全公共下水道
の建設工事費等を計上しました。�

・雄神農業集落排水処理場の改修
　　　　　　　　　2億300万円�
老朽化している雄神農業集落排水処理
場の機能を高めるための改修工事を実
施するものです。�

・金屋配水池を増設　　　　
　　　　　　　4,800万円�
将来的に安定した水道水を供給
するため、貯水量を増やすほ
か、配水管の布設工事を
実施します。�

・環境モニターの設置　　
　　　　　　　　　　17万円�
環境モニターを２名設置して、町内を
巡回しながらゴミの不法投棄やポイ捨
てを監視し、環境美化を目指します。�

・道路新設改良事業　9,830万円�
町道第12号線を始め、町道の改良工事
を進めます。�

・都市計画街路事業　　　　
　　　　　　　　8,980万円�
京坂線及び１号環状線の新設を始め、
青島小矢部線改良工事の負担金
です。�



　
庄
川
町
議
会
定
例
会（
第
２
回
）が

３
月
９
日
か
ら
８
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、
初
日
の
９
日
は
、
議
案
65

件
を
一
括
上
程
し
、
町
長
よ
り
町
政

報
告
、
議
案
に
対
す
る
提
案
理
由
の

説
明
を
行
っ
た
あ
と
、
全
議
案
を
各

委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
寺
井
・
松
田
・
野
村
・

山
田（
幸
夫
）・
石
黒
・
藤
永
・
篠
崎

議
員
の
順
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
12
日
に
は
建
設
委
員
会
、

13
日
に
は
総
務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

付
託
議
案
を
慎
重
審
議
し
、
最
終
日

の
16
日
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員

長
報
告
が
行
わ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
庄
川
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
の
選
任
に
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
ほ
か
３
議
案
が
追
加

上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
説
明
の
後
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採

決
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
同
意
・
選

挙
が
行
わ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。�

　
本
会
期
中
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
は
、
別
記
の
と
お
り
全
案
件

可
決
さ
れ
ま
し
た
。�
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質
問
　
寺
井
武
彦
議
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弁
　
藤
森
町
長�
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
推
進
に
つ
い
て�

○
屋
外
、
屋
内
の
体
育
施
設
の
有
効

利
用
と
対
策
に
つ
い
て�

　
　
当
町
に
は
16
カ
所
の
屋
外
運
動

施
設
と
８
カ
所
の
屋
内
運
動
施
設
が

あ
り
、
こ
の
た
び
の
総
合
計
画
で
は
、

室
内
プ
ー
ル
の
建
設
も
予
定
し
て
お

り
、
年
間
を
通
じ
た
体
力
・
健
康
づ

く
り
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

年
齢
を
問
わ
ず
生
涯
を
通
し
て
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
や
体
育

指
導
員
の
方
々
の
指
導
を
い
た
だ
き

た
い
。
体
育
施
設
は
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
器

具
等
の
設
備
点
検
と
管
理
体
制
を
強

化
し
て
い
き
た
い
。�

�

○
町
民
と
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て�

　
　
文
部
省
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

で
は
、
各
市
町
村
に
お
い
て
平
成
22

年
ま
で
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
少
な
く
と
も
１
つ
は
育
成
す

る
と
挙
げ
て
お
り
ま
す
が
、
設
立
準

備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
各
種
団
体
の

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
庄
川

町
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
化
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。�

�

○
完
全
週
休
２
日
制
と
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
取
組
み

に
つ
い
て�

　
　
平
成
14
年
度
か
ら
小
中
学
校
に

お
い
て
週
休
２
日
制
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
少
子
化
に
伴
う
運
動
部
活
動
の

複
合
校
合
同
化
の
検
討
も
視
野
に
お

き
な
が
ら
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
も
踏
ま
え
、
小
・

中
・
高
の
長
い
ス
パ
ン
の
中
で
一
貫

し
た
理
念
の
も
と
に
指
導
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
た
い
。�

　
　
質
問
　
松
田
吉
孝
議
員�

　
　
答
弁
　
田
上
教
育
長�
�

　
　
Ｉ
Ｔ
革
命
対
応
に
つ
い
て�

○
Ｉ
Ｔ
推
進
に
あ
た
り
、
町
民
活
力

の
活
用
と
そ
の
組
織
化
に
つ
い
て�

　
　
町
で
も
平
成
13
年
度
に
Ｉ
Ｔ
講

習
会
を
15
回
計
画
し
て
い
ま
す
。�

　
応
募
さ
れ
る
方
が
あ
れ
ば
、
町
民

講
師
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」

の
メ
ニ
ュ
ー
に
追
加
し
、
町
民
の
方
々

の
要
望
に
答
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

○
Ｉ
Ｔ
業
務
シ
ス
テ
ム
化
に
あ
た
り
、

全
て
の
住
民
に
等
し
く
情
報
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、情
報
格
差
の
少
な
い

シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て�

　
　
平
成
14
年
度
以
降
に
つ
い
て
も

Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催
し
、
全
て
の
町

民
が
情
報
活
用
能
力
の
向
上
と
、
情

報
格
差
の
解
消
に
向
け
て
積
極
的
に

事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。�

　
　
法
定
外
目
的
税
の
調
査
研
究
に

つ
い
て�

○
町
民
税
等
伸
び
悩
み
の
中
で
、自

主
財
源
確
保
か
ら
も
法
定
外
目
的
税

を
導
入
で
き
な
い
か
調
査
研
究
に
つ

い
て�

　
　
自
主
財
源
の
確
保
は
何
よ
り
も

大
切
な
こ
と
で
す
が
、
現
在
法
定
外

目
的
税
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
も

の
は
大
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

あ
り
、
庄
川
町
の
人
口
規
模
で
は
想

定
で
き
な
い
税
だ
と
受
け
止
め
て
い

る
。
納
税
者
の
方
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
納
得
し
て
納
税
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
公
正
・
公
平
な
納
税
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。�

　
　
質
問
　
野
村
政
春
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
都
市
計
画
街
路
中
央
線
に
ベ
ン

チ
を�

　
　
町
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
進
ん

で
い
く
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た

め
、
ま
た
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
主
要
幹
線
で
あ

る
都
市
計
画
街
路
中
央
線
に
ち
ょ
っ

と
休
憩
す
る
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
是
非

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
歩
道
上
は
い
ろ
い
ろ
と
規
制
や

問
題
も
あ
る
た
め
、
歩
道
に
隣
接
す

る
町
有
地
を
利
用
し
た
休
憩
ス
ペ
ー

ス
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

道
路
管
理
者
の
富
山
県
と
も
協
議
し

実
施
し
て
い
き
た
い
。�

�
　
　
広
域
圏
特
別
委
員
会
設
置
に
つ

い
て�

　
　
庄
川
町
委
員
会
条
例
で
は
、
「
特

別
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
議
会
の
議
決
で
置
く
」
と

規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
議
会
に
お

い
て
設
置
の
検
討
さ
れ
、
是
非
こ
の

委
員
会
に
お
い
て
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
も
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。�

�

　
　
平
成
13
年
度
予
算
と
行
政
改
革

に
つ
い
て�

　
　
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
一
般

財
源
ベ
ー
ス
で
前
年
同
額
、
ま
た
、

総
額
で
35
億
円
台
と
な
る
よ
う
施
策

の
厳
正
な
選
択
と
財
源
の
重
点
か
つ

効
率
的
な
配
分
に
努
め
、
町
民
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
し
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
に
積
極
的

に
取
組
む
よ
う
指
示
し
、
編
成
し
た

も
の
で
す
。�

　
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
10

年
を
「
財
政
再
建
元
年
」
と
位
置
づ

け
、
各
種
補
助
金
制
度
等
の
見
直
し
、

町
債
残
高
の
削
減
を
最
重
要
課
題
と

し
積
極
的
に
取
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
す
。�

　
職
員
定
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
13
年
度
で
は
93
名
で
10
名
の
減
と

な
り
、
職
員
の
適
正
な
定
数
管
理
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
課
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
国
体

が
終
了
し
新
し
い
21
世
紀
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
行
政
組
織
を
再
編
し
、

新
た
な
組
織
で
行
政
運
営
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

�
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質
問
　
山
田
幸
夫
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�
　
　
健
康
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�

○
健
康
セ
ン
タ
ー
の
概
要
と
現
在
の

保
健
セ
ン
タ
ー
の
有
効
利
用
に
つ
い
て�

　
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
を

図
る
た
め
、
現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
を
中
核
と
し
福
祉
部
門
・
保
健

部
門
、
さ
ら
に
社
会
福
祉
協
議
会
や

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
が
一
体
と
な

り
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
に
関
す
る

相
談
が
一
カ
所
で
で
き
る
よ
う
共
通

の
活
動
拠
点
を
持
ち
、
専
門
的
か
つ

技
術
的
な
相
談
、
援
助
、
指
導
を
介

護
保
険
も
含
め
提
供
し
て
い
き
た
い
。�

　
現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
は
、
今
後
関
係
機
関
と

協
議
し
て
公
共
施
設
と
し
て
有
効
利

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。�

�

　
　
水
記
念
公
園
に
つ
い
て�

○
水
記
念
公
園
の
活
性
化
対
策
に
つ

い
て�

　
　
入
込
客
、
売
上
高
の
減
少
を
打

開
す
べ
く
、
平
成
11
年
度
か
ら
は
、

民
間
出
身
の
営
業
主
任
を
配
置
し
、

宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
る
。�

　
今
年
度
は
「
水
記
念
公
園
活
性
化

検
討
委
員
会
」
を
町
内
有
識
者
で
組

織
し
て
い
た
だ
き
、
12
月
に
は
提
言

の
一
部
を
中
間
報
告
と
し
て
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
提
言
に

基
づ
い
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
施

し
て
い
る
が
、
町
財
政
が
許
す
範
囲

で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
施
設
の
維
持
整

備
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　
　
答
弁
　
雨
池
総
務
課
長�

�

　
　
庄
川
町
13
年
度
予
算
に
つ
い
て�

○
基
金
と
町
債
・
借
入
利
率
に
つ
い
て�

　
　
12
年
度
末
の
一
般
会
計
の
基
金

残
高
見
込
み
は
、４
億
２
千
１
１
７

万
円
で
、
特
別
会
計
を
含
め
た
残
高

見
込
み
は
、５
億
９
千
３
２
０
万
円

で
す
。�

　
借
入
利
率
が
2.5
％
以
上
の
町
債
の

借
入
残
高
の
割
合
は
、
20
億
３
千
３

２
０
万
円
で
42.1
％
と
な
る
も
の
で
す
。�

　
一
般
会
計
で
は
、
平
成
８
年
度
以

降
、
借
入
利
率
が
５
％
以
上
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
関
係
金
融
機
関
と
協

議
し
、
毎
年
３
月
現
在
の
貸
付
利
率

に
連
動
し
た
利
率
で
改
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
５
％
以
上
の
町
債

残
高
を
削
減
す
る
こ
と
に
全
力
を
挙

げ
て
お
り
、
本
年
３
月
に
も
２
億
円

余
り
の
繰
上
償
還
を
す
る
な
ど
、
公

債
費
の
削
減
に
鋭
意
努
力
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
市
町
村
合
併
推
進
事
業
に
つ
い

て�　
　
市
町
村
合
併
推
進
事
業
費
の
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
富
山
県
ま
ち
づ

く
り
総
合
支
援
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
の

中
で
予
算
化
し
て
い
る
。�

　
ま
ず
、
制
度
内
容
の
整
理
及
び
合

併
し
よ
う
と
し
て
い
る
県
外
自
治
体

の
状
況
や
協
議
会
ま
で
の
作
業
行
程

の
調
査
を
す
る
ほ
か
、
現
在
の
地
方

の
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
と
国
の
状

況
、
ま
た
合
併
し
た
と
き
の
新
た
な

自
治
体
に
対
す
る
財
源
措
置
な
ど
に

つ
い
て
、
担
当
職
員
を
配
置
し
、
検

討
協
議
会
も
設
置
し
て
議
論
の
場
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
仮
に
合
併
せ
ず
に
庄
川
町
が
存
続

し
た
場
合
、
国
か
ら
の
交
付
金
等
に

つ
い
て
考
え
た
場
合
、
現
状
の
行
政

運
営
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
と
考
え
て

い
る
。�

�

○
補
助
金
・
出
資
金
の
主
旨
に
つ
い
て�

　
　
行
政
で
行
う
べ
き
住
宅
部
門
を

第
三
セ
ク
タ
ー
、
庄
川
開
発
で
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
住
宅
部

門
は
初
期
投
資
が
多
額
で
あ
り
、
家

賃
収
入
の
み
で
は
、
管
理
費
、
銀
行

借
入
の
償
還
を
賄
い
き
れ
ず
、
人
口

増
対
策
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
不
足

額
を
基
準
と
し
て
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
し
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
第
三
セ
ク
タ
ー
も
民
間
企
業
で
あ

り
、
公
的
資
金
で
の
支
援
は
将
来
返

済
さ
れ
る
担
保
が
必
要
と
考
え
、
平

成
11
年
度
に
補
助
金
か
ら
出
資
金
へ

変
更
し
た
も
の
で
す
。
平
成
11
年
度

か
ら
毎
年
２
千
万
円
の
出
資
金
と
し

て
株
式
の
取
得
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
12
年
度
末
で
町
出
資
総
額

は
７
千
万
円
、
出
資
割
合
で
40.5
％
で

す
。
支
援
方
法
を
補
助
金
か
ら
出
資

金
へ
変
更
し
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で

住
宅
部
門
の
収
支
差
引
不
足
分
の
み
、

公
的
支
援
し
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
　
答
弁
　
庄
下
住
民
課
長�

�

○
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て�

▼
賦
課
割
合
並
び
に
均
等
割
に
つ
い

て�　
　
介
護
保
険
の
税
率
に
つ
い
て
は
、

所
得
割
、
資
産
割
、
平
等
割
に
お
い

て
も
、
各
町
村
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
家
族
構
成
状
況
、
所
得
状
況
、
資

産
所
有
状
況
、
収
納
率
等
違
い
ま
す

の
で
、
す
べ
て
を
統
一
す
る
の
は
難

し
い
こ
と
か
ら
、
均
等
割
の
み
を
統

一
す
る
こ
と
と
し
た
取
り
決
め
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
資
産
割
の
固
定
資
産
税
率
を
1.4
％

の
標
準
税
率
に
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
地
方
税
法
の

規
定
に
よ
り
「
賦
課
決
定
し
、
納
付

す
べ
き
も
の
と
し
て
確
定
し
た
税
額
」

を
い
い
、
1.55
％
の
税
額
を
基
礎
に
課

税
し
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
均
等
割
額
の
税
率
は
県
下
で
も
高

い
位
置
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
医
療

費
の
伸
び
と
経
済
状
況
等
を
見
極
め

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
４
つ
の
賦
課

割
合
に
基
づ
く
税
率
を
総
合
的
に
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。�

�

▼
介
護
保
険
に
と
も
な
う
国
保
税（
基

礎
課
税
）の
削
減
の
見
通
し
に
つ
い
て�

　
　
介
護
保
険
制
度
開
始
に
伴
い
、

老
人
保
健
の
医
療
費
の
実
態
を
み
ま

す
と
、
平
成
11
年
度
実
績
と
平
成
12

年
度
見
込
み
で
22.5
％
の
減
で
す
が
、

医
療
費
の
増
高
や
受
給
者
数
の
自
然

増
も
あ
り
差
引
12.3
％
の
減
で
す
。こ

の
う
ち
国
保
税
の
影
響
額
は
お
よ
そ

５
５
０
万
円
の
減
額
に
な
る
見
込
み

で
す
。�

　
国
保
事
業
の
運
営
は
厳
し
い
財
政

運
営
で
す
の
で
、
翌
年
度
以
降
の
医

療
費
の
動
向
を
十
分
見
極
め
な
が
ら

安
定
的
な
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ

り
、
今
後
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら

税
率
の
改
正
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。�

�

▼
国
保
・
介
護
保
険
に
か
か
わ
る
町

単
独
事
業
に
つ
い
て�

　
　
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
健
康
診
査
後
、

要
注
意
者
の
方
へ
の
訪
問
指
導
、
各

地
区
で
医
師
や
栄
養
士
の
健
康
教
育
、

た
ま
り
場
で
の
健
康
教
室
等
を
行
い
、

健
康
づ
く
り
の
意
識
高
揚
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。�

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
低

所
得
者
対
策
と
し
て
、
利
用
料
全
額

を
免
除
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護

保
険
認
定
で
自
立
と
判
定
さ
れ
た
方

が
利
用
し
て
い
る
デ
イ
ホ
ー
ム
事
業

や
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
対
象
者
で
交
通
用

具
が
必
要
な
方
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー

券
を
助
成
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。�

　
　
答
弁
　
野
村
助
役�

�

　
　
公
共
事
業
と
入
札
制
度
に
つ
い

て�○
工
事
単
価
の
推
移
と
公
共
事
業
費

の
今
後
の
傾
向
に
つ
い
て�

　
　
工
事
単
価
の
労
務
費
や
資
材
費

は
こ
こ
数
年
低
下
の
傾
向
に
あ
り
、

特
に
労
務
賃
金
に
つ
い
て
は
４
年
間

で
15
％
も
低
下
し
て
い
ま
す
。
町
の

公
共
事
業
費
の
動
向
に
つ
い
て
は
、�
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町
道
12
号
線
、
京
坂
線
等
大
型
事
業

が
完
了
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
確
実
に
減
少
の
傾
向
に
転
じ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

○
入
札
・
契
約
な
ど
の
八
項
目
の
公

表
に
つ
い
て�

○
平
均
落
札
率
に
つ
い
て�

　
　
地
方
公
共
団
体
の
長
は
入
札
者

の
商
号
又
は
名
称
等
の
事
項
を
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
町
で
は
昭
和
57
年

７
月
よ
り
こ
れ
を
公
表
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
に
加
え
国
は
、
公
共
工
事
の

入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
を
図
る
た

め
取
り
組
む
べ
き
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

し
て
「
適
正
化
指
針
」
を
定
め
ま
し

た
。�

①
競
争
参
加
者
の
客
観
的
点
数
、
主

観
点
数�

②
等
級
区
分
を
定
め
た
と
き
の
基
準�

③
予
定
価
格
及
び
積
算
内
訳�

④
低
入
札
価
格
調
査
の
基
準
価
格
及

び
最
低
制
限
価
格�

⑤
低
入
札
価
格
調
査
の
結
果
の
概
要�

⑥
第
三
者
機
関
の
設
置
・
運
営
の
概

要
及
び
議
事
の
概
要�

⑦
苦
情
処
理
の
方
策
の
概
要�

⑧
指
名
停
止
に
係
る
者
の
名
称
、
期

間
及
び
理
由�

①
②
は
県
の
策
定
し
た
数
値
や
基
準

を
参
考
と
し
て
お
り
、
④
〜
⑧
は
対

象
事
案
が
発
生
し
た
と
き
に
は
③
の

予
定
価
格
及
び
積
算
内
訳
と
と
も
に
、

本
議
会
で
提
案
の
情
報
公
開
条
例
に

基
づ
き
公
開
す
る
行
政
文
書
と
し
て
、

公
開
請
求
に
応
じ
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

○
入
札
参
加
指
名
要
領
第
９
条
と
指

名
業
者
選
定
基
準
第
８
条
に
つ
い
て�

　
　
「
受
注
希
望
型
指
名
競
争
入
札
」

に
つ
い
て
は
、
入
札
参
加
者
の
受
注

意
欲
を
尊
重
す
る
と
い
う
点
で
は
非

常
に
好
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
現
在

の
発
注
方
法
に
比
べ
て
多
く
の
時
間

を
要
す
る
と
い
う
点
が
あ
り
、
現
状

に
お
い
て
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。�

�

○
Ｃ
Ｍ
（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
導
入
に
つ
い
て�

　
　
発
注
者
、
設
計
者
と
管
理
を
専

門
と
す
る
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
一
体
と
な
っ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
全
般
の
管
理
運
営

を
行
う
も
の
で
す
が
、
大
規
模
事
業

に
は
効
果
が
大
き
く
導
入
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
が
、
小
規
模
事
業
に

は
あ
ま
り
効
果
は
発
揮
さ
れ
な
い
よ

う
に
聞
い
て
い
る
。�

　
　
質
問
　
藤
永
　
皋
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
庄
川
町
内
に
お
け
る
災
害
時
の

緊
急
避
難
所
の
公
共
施
設
な
ど
の
安

全
対
策
に
つ
い
て�

　
　
現
在
52
カ
所
を
避
難
施
設
と
し

て
指
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設

は
、
風
雪
害
等
の
災
害
に
は
十
分
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
震
度
７
以

上
の
大
規
模
な
地
震
に
対
し
て
は
十

分
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後

「
町
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
計

画
す
る
中
で
、
施
設
の
防
災
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
中
学
校
の
大
規

模
改
修
時
に
は
十
分
な
震
災
対
策
を

考
慮
し
た
改
修
事
業
を
実
施
し
た
い
。�

�

　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
値
下
げ
に

つ
い
て�

　
　
介
護
保
険
制
度
に
よ
り
40
歳
か

ら
64
歳
の
２
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

国
保
税
に
介
護
保
険
税
が
上
乗
せ
さ

れ
る
こ
と
で
医
療
分
の
保
険
税
の
引

下
げ
が
可
能
で
は
な
い
と
の
こ
と
で

す
が
、
国
保
財
政
は
大
変
厳
し
い
状

況
と
な
り
平
成
12
年
度
で
は
、
決
算

見
込
み
で
取
り
崩
し
は
避
け
ら
れ
る

も
の
の
単
年
度
収
支
で
は
２
千
３
百

万
円
の
赤
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。

依
然
厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
平
成
13
年
度
予
算
に
お

い
て
は
、
医
療
費
分
の
税
率
の
引
き

下
げ
は
で
き
ま
せ
ん
。�

�

　
　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

　
　
市
町
村
合
併
に
よ
る
新
た
な
町

づ
く
り
を
推
進
す
る
財
源
と
し
て
、

交
付
税
措
置
が
あ
る
合
併
特
例
債
が

活
用
で
き
る
ほ
か
、
交
付
税
に
お
い

て
合
併
前
の
構
成
市
町
村
の
交
付
税

が
全
額
保
障
さ
れ
る
等
財
政
面
で
の

国
か
ら
の
支
援
は
確
実
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。�

　
し
か
し
、
合
併
前
の
各
自
治
体
か

ら
引
き
継
ぐ
町
債
等
の
残
高
や
新
た

な
合
併
債
に
よ
り
債
務
残
高
が
大
幅

に
膨
ら
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に

注
意
し
て
事
業
計
画
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
質
問
　
篠
崎
栄
治
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�
�

　
　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
に
つ
い
て�

○
現
在
の
事
業
認
可
面
積
の
内
、
今

後
事
業
施
行
さ
れ
る
30
㌶
に
お
い
て
、

非
効
率
な
地
区
の
見
直
し
と
合
併
処

理
槽
設
置
事
業
で
対
応
さ
れ
て
は�

　
　
経
費
的
に
比
較
し
ま
す
と
、
下

水
道
に
加
入
さ
れ
る
と
宅
地
面
積
に

応
じ
た
受
益
者
負
担
が
か
か
り
、
合

併
処
理
槽
設
置
に
す
る
と
設
置
工
事

費
が
か
か
り
、
住
民
側
か
ら
は
ほ
ぼ

同
額
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
維
持
管

理
費
を
比
較
す
る
と
下
水
道
料
金
の

方
が
安
く
な
る
見
込
み
で
す
。�

　
環
境
保
全
の
面
か
ら
比
較
す
る
と

浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
に
つ
い
て
、

年
１
回
の
法
定
検
査
や
２
ヶ
月
に
１

回
の
保
守
点
検
な
ど
個
人
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
管
理
が
お
ろ
そ
か

に
な
る
と
環
境
へ
の
悪
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。�

　
従
っ
て
示
野
・
下
村
・
種
田
地
区

の
平
野
部
に
お
き
ま
し
て
は
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
で
対
応
し
、

東
山
見
東
部
地
区
で
は
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
を
お
願
い
す
る
も
の
で
、

補
助
制
度
に
つ
い
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。�

�

○
今
後
の
事
業
認
可
申
請
面
積
は
何

㌶
あ
る
か
、
事
業
推
進
形
態
は
ど
う

す
る
の
か
。�

　
　
今
後
事
業
認
可
を
受
け
る
面
積

は
、
古
上
野
地
区
、
天
正
地
区
の
一

部
、
高
儀
新
地
区
の
一
部
を
加
え
た

50
㌶
で
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
に
よ
り
整
備
し
て
い
く
も
の

で
す
。�

�

　
　
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
推
進
に
つ

い
て�

○
林
道
・
農
道
・
町
道
等
ま
た
庄
川

百
景
の
眺
望
地
等
に
憩
い
の
場
と
し

て
設
置
し
て
は�

　
　
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で

は
、
15
号
集
落
道
沿
い
で
東
屋
を
備

え
た
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
、
田
園
空

間
整
備
事
業
で
は
二
万
石
用
水
沿
い

の
京
坂
線
か
ら
一
本
橋
ま
で
を
せ
せ

ら
ぎ
水
路
と
散
歩
道
整
備
に
合
わ
せ

ベ
ン
チ
等
を
設
置
し
た
ポ
ケ
ッ
ト
パ

ー
ク
を
考
え
て
い
る
。�

　
農
村
総
合
整
備
事
業
で
は
、
二
万

石
用
水
沿
い
の
27
区
か
ら
青
島
工
業

団
地
ま
で
を
植
樹
と
法
面
の
緑
化
、

町
道
１
号
線
沿
い
の
古
上
野
ど
ん
ど

周
辺
に
は
植
樹
と
ベ
ン
チ
、
東
屋
を

備
え
た
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
13
年
度

内
に
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。�

�

○
現
在
保
有
し
て
い
る
残
地
等
で
検

討
で
き
る
も
の
は
あ
る
か�

　
　
残
地
等
で
検
討
で
き
る
と
こ
ろ

は
あ
ま
り
な
く
、
前
述
の
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
を
順
次
計
画
的
に
実
施
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
憩
い

の
場
に
な
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。�
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9 H13年／4月号�

池田守正議員�
全国町村議会議長会「自治功労者（特別功労者）」表彰される�

　町議会議員の池田守正さんが、全国町村
議会議長会より自治功労者（特別功労者）
として表彰され、３月２日に富山県市町村
会館において伝達式が行われました。�
　池田さんは、昭和55年６月に庄川町議会
議員に当選されてから現在まで連続６期
の長きにわたって町議会議員として地方
自治の振興と発展に尽力されました。�
　またこの間、議長４年（２回）、副議長２年、

監査委員２年、総務・建設各委員長４年と
要職を歴任されました。さらに、富山県町
村議会議長会会長、全国議会議長会理事と
して１年間中央行政にもかかわられ、この
功績により授賞されたものです。�
　現在は、議会運営委員長としてその豊か
な経験と見識を遺憾なく発揮され、円滑な
議会活動に努められています。�

［条　例］�
▼庄川町議会政務調査費の交付に関する条例の制定について�
町議会議員の調査能力を充実、各会派・各議員の調査研究
活動を促進するため助成制度を設けるものです。�
▼庄川町自治振興会設置条例の制定について�
今後の行政の効率的運営を図るため自治振興会を組織し、
まちづくりを推進するため制定するものです。�
▼庄川町情報公開条例の制定について�
行政情報の提供を推進するため制定するものです。�
▼庄川町都市公園条例の制定について�
▼庄川町屋外運動施設条例の制定について�
地方分権推進一括法に基づく各条例整備に合わせ、統一的
に管理するため制定するものです。�
▼中央省庁等再編に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
について�
国の機関が国家行政組織法制定により組織及び名称が変更
されたことに伴い、関連する町の条例を変更しようとする
ものです。�
▼庄川町条例の用語等の統一に関する措置条例の制定について�
情報公開制度推進にあたり、町例規集の電算化を図り文言
等の表現を標準的表記に改めるものです。�
▼庄川町若者の館設置条例の全部改正について外23件�
地方分権推進一括法の施行に伴う地方自治法改正により全
部改正を行うものです。�
▼庄川町議会委員会条例の一部改正について�
▼庄川町課設置条例の一部改正について�
上記２件は、国体室廃止や、機構改革を行うことによるも
のです。�
▼庄川町財産及び営造物に関する条例の一部改正について外７件�
地方分権推進一括法の施行に伴う地方自治法の一部改正で、
過料の額を最低５万円に、違法に使用料の徴収を免れた者
に対しては、その額の５倍までの額を過料とする旨の改正
です。�
▼庄川町国民健康保険税条例の一部改正について�
賦課税率の改正で、所得割額において100分の0.80、資産
割額において100分の3.05にするものです。�
▼庄川町雄神地区農業集落排水処理施設の設置及び管理等関
する条例の一部改正について�
▼庄川町雄神地区農業集落排水処理施設設置事業受益者負担
に関する条例の一部改正について�
上記２件は、施設の老朽化に伴い平成13年度で改修を行い、
町が管理することとし、使用料及び受益者負担金を公共下
水道と同様の制度に改めるものです。�
▼庄川町消防団条例の一部改正について�
副分団長以下の団員報酬の改正を行うものです。�
▼庄川町民運動場設置条例の廃止について外３件�
地方分権一括法に基づき、庄川町都市公園条例、庄川町屋
外運動施設条例制定に伴い廃止するものです。�
▼富山県町村公平委員会共同設置規約の変更について�
▼富山県市町村職員退職手当組合規約の変更について�
▼富山県町村等非常勤職員公務災害補償組合規約の変更について�
上記３件は、加入する組織の解散あるいは設置により、組
織する自治体の変更に伴うものです。�

［予　算］�
▼平成12年度庄川町一般会計補正予算（第８号）の専決処分について�
大雪による機械除雪費の補正3,000千円の増額によるもの
です。�
▼平成12年度庄川町一般会計補正予算（第９号）の専決処分について�
新年度から組織改革を行うための庁舎改修費4,800千円の
増額によるものです。�
▼平成12年度庄川町下水道事業特別会計補正予算（第６号）
の専決処分について�
歳出の科目更正を行ったものです。�
▼平成12年度庄川町一般会計補正予算（第10号）について�
追加補正額206,513千円です。�
▼平成12年度庄川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第
２号）について�
追加補正額6,119千円です。�
▼平成12年度庄川町下水道事業特別会計補正予算（第７号）について�
追加補正額4,911千円です。�
▼平成13年度庄川町一般会計予算�
予算総額は、38億58,000千円（対前年比3.2％増）です。�
▼平成13年度国民健康保険事業特別会計予算�
予算総額は、５億28,480千円（対前年比0.1％増）です。�
▼平成13年度老人保健医療事業特別会計予算�
予算総額は、８億69,066千円（対前年比0.2％増）です。�
▼平成13年度土地取得事業特別会計予算�
予算総額は、２億74,000千円（対前年比34.4％増）です。�
▼平成13年度下水道事業特別会計予算�
予算総額は、６億84,473千円（対前年比57.1％増）です。�
▼平成13年度簡易水道事業等特別会計予算�
予算総額は、7,005千円（対前年比1.8％減）です。�
▼平成13年度水道事業会計予算�
水道事業収益は、１億24,272千円を見込み、資本的収支に
ついては、第３次拡張事業として２ヵ年継続で金屋配水池
増設等を行い、資本的支出を76,888千円にするものです。�
�
［人事案件］�
▼庄川町固定資産評価審査委員会委員の選任に同意を求める
ことについて�
庄川町金屋4410番地　山本　和夫氏　再任�
▼庄川町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について�
庄川町選挙管理委員会委員�
　庄川町金屋1282番地　　新屋榮太郎氏　再任�
　庄川町青島12番地　　　大浦　勇三氏　選任�
　庄川町庄1368番地　　　坂口　茂男氏　選任�
　庄川町筏 5 番地　　　　飯田　陽久氏　選任�
庄川町選挙管理委員会委員補充員�
第１順位　庄川町金屋1279番地　齋藤　久光氏　選任�
第２順位　庄川町青島438番地  　野村　　毅氏　選任�
第３順位　庄川町庄3592番地　　武田　　晃氏　選任�
第４順位　庄川町古上野83番地　藤井　春雄氏　選任�
▼砺波地方衛生施設組合議会議員の選挙について�
庄川町青島3468番地　　　藤森　栄次氏　　再任�
庄川町青島564番地の6　　野村　政春氏　　再任�



企画調整課�
（町史編さん）�

産業建設課�

産業建設課�財　務　課�

企画調整課�

議会事務局�

総　務　課�

収入役室�

助役室�

住　民　課�

１階�

２階�

３階�

10H13年／4月号�

企画室は企画調整課に名
称変更し、市町村合併担
当職員を配置して、総合
的に広域行政を進めます。�

新たに財務課を設置し、税務係
と財政係を統合して町税をはじ
めとした、財源の確保に取組む
ものです。�

教育委員会の総務課と生涯学習課を
統合して、教務課を設置し、学校教
育と生涯学習の連携を密にして一本
化を図ります。�

　21世紀を迎え、町民サービスの向上のため、4月1日に組織の機構改革を行いました。�
　近年の行政事務は多岐にわたることや、町民のみなさんにわかりやすいように、
課の統廃合を行ったものです。�
　具体的には都市開発課と産業建設課を統合して、道路整備や維持管理を一本化し
ました。�
�
�
�
�
�
　これに伴い各課の配置並びに助役室が変わり、人事異動も行いました。�



総 　 　 務 　 　 課 � 82－1901

住 　 　 民 　 　 課 � 82－1902

産　業　建　設　課� 82－1904

財 　 　 務 　 　 課 � 82－1903

企　画　調　整　課� 82－1905

教 　 　 務 　 　 課 � 82－5007

体 　 　 育 　 　 課 � 82－5109

廃 　 　 　 　 　 止 �国　体　室�

体　育　課�

生涯学習課�

総　務　課�

都市開発課�

産業建設課�

企　画　室�

住　民　課�

総　務　課�

旧　課　名� 新 　 　 　 課 　 　 　 名 �

こんなことは、�
こちらの係まで！�

住民福祉係…出生届・死亡届・婚姻届・戸籍謄本・戸籍抄本・印鑑証明・住民票の発行、国民年金の
給付、身体障害者手帳の申請、高砂会館の管理、福祉バスの運行、介護保険の手続き�

介　護　係…ヘルパーの派遣、ケアポート庄川等への入所手続き�

保険衛生係…医療費等の請求、国民健康保険証等の発行、国保・老人医療の給付、ゴミの分別収集、敬
老無料入浴、犬の登録、ネズミ・カメムシ（へくさんぼ）の駆除�

保　育　係…保育所の入所手続き、延長保育、時間外保育、保育所・児童館の運営管理�

健　康　係…住民検診、予防接種、健康相談、乳幼児健診　（保健センター内 ☎82－5320）�

11 H13年／4月号�

総　務　係…自治会の振興、陳情書の受付、人事、福利厚生、栄典、選挙事務�

管　理　係…防災・防犯の啓蒙活動、総合電算事務、情報公開事務、交通安全�

農　林　係…農地の転用手続、生産調整（転作）、農林業振興、有害鳥獣（クマ、カラス等）の駆除
や害虫（マツクイムシ等）の防除、林道整備・維持管理、治山事業、災害復旧�

商工観光係…雇用の促進、中小企業融資対策、商工業・伝統産業の振興、観光協会の事務、水記念公
園等の運営、観光祭、水まつり等の開催�

建　設　係…町道や橋梁の改良や維持管理、道路の白線やガードレール等の設備、除雪作業・消雪装
置の管理、災害復旧�

都市計画係…都市計画街路の新設、町営住宅の維持管理（入退居・家賃徴収）、建築確認申請受付事
務�

上下水道係…公共、農集下水道の建設・維持管理、下水道の分・負担金の徴収、上下水道使用料の徴
収及び維持管理、合併処理浄化槽の申請事務�

財　政　係…町の予算管理、入札・契約事務�

税　務　係…住民税・固定資産税・軽自動車税・税証明�
国民健康保険税・入湯税、固定資産の評価事務�

企画調整係…宅地分譲、市町村合併推進、インターネットホームページ、ケーブルテレビ申込み、町
史編さん、まちづくり会議、50周年記念事務�

広報広聴係…定住奨励金交付、広報、防災行政無線放送、ふるさとバスの運行、空き家情報、国際交
流、国内交流�

総務管理係…教育委員会事務�

学校教育係…小・中学校の管理事務、スクールバス運営�

社会教育係…出前講座、各種事業の開催、公民館活動、青少年健全育成、若者の館、働く婦人の家、
図書館の運営�

文化振興係…ふれあいセンター、まちかどギャラリー「蔵」の管理運営、文化活動の推進、文化財保護�

生涯スポーツ係…体育協会の活動支援、各種スポーツ大会開催、スポーツ少年団育成、町民スポーツ
の振興�

体育施設係…町民体育センター等スポーツ施設の管理運営、弁財天公園の使用許可�

教 育 委 員 会 �

町 長 部 局 �
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氏
　
　
名
　
　 

 
 

旧�

転
入�

中
学
校�

　
　
新
　
　
　
氏
　
　
名
　
　 

 
 

旧�

転
入�

転
出�

県
派
遣
社
会
教
育
主
事�

　
　
新
　
　
　
氏
　
　
名
　
　 

 
 

旧�



伏木昭夫さん 県知事（産業経
済功労）表彰受賞�

13 H13年／4月号�

町
政
モ
ニ
タ
ー
　
太
田
喜
代
子�

　
日
一
日
と
暖
か
さ
が
増
し
、
め
っ
き
り
春
ら
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
豪
雪
で
雪
と
格
闘
し
た
こ
と
を
忘
れ
そ
う
で

す
が
皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
た
か
。�

　
環
状
線
等
を
歩
い
て
お
ら
れ
た
方
は
、
大
変
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
車
道
の
縁
は
融
雪
の
溜
ま
り
水
で
車
が
通

る
度
、
「
バ
シ
ャ
ー
」
と
水
飛
沫
が
歩
い
て
い
る
人
に
ま
と
も

に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
溜
ま
り
水
は
、
な
ん
と
か
解
消

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
寒
い
中
朝
早
く
か
ら
除
雪
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
今
年
は
、

特
に
朝
方
の
雪
が
多
く
、
除
雪
後
中
学
生
の
登
校
時
迄
に
10
〜

15
㎝
も
積
も
っ
て
い
る
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
後
ろ
か

ら
車
で
行
く
と
、
除
雪
の
道
幅
が
狭
く
、
横
か
ら
追
い
越
そ
う

と
し
て
も
雪
が
壁
に
な
っ
て
い
て
車
で
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
少
し
広
く
除
雪
し
て
戴
け
た
ら
と
思
っ
た
も
の
で
し
た
。�

　
ま
た
、
対
向
車
と
出
会
っ
た
時
な
ど
、
ど
ち
ら
も
後
ろ
に
下

が
る
に
は
距
離
が
あ
り
、
山
羊
の
橋
を
渡
る
話
を
思
い
だ
し
、

無
理
し
て
動
け
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
思
い
な
が
ら
強

行
突
破
、
や
っ
と
の
思
い
で
す
れ
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
他
の
町
村
の
道
は
如
何
か
と
少
し
走
っ
て
み
ま
し
た
。
ど
の

道
も
除
雪
の
状
況
は
か
ん
ば
し
く
な
く
、
細
く
ガ
タ
ガ
タ
の
状

態
で
、
ど
こ
の
町
で
も
除
雪
に
は
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な

ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。
除
雪
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
々
に
は
、
朝

早
く
か
ら
本
当
に
大
変
で
す
が
、
通
勤
の
為
、
朝
の
７
時
ま
で

に
は
除
雪
を
済
ま
せ
て
欲
し
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

来
年
は
そ
う
し
た
声
も
聞
き
届
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り
難

い
と
思
い
ま
す
。�

雪
対
策
は
万
全
の
体
制
で
！！
�

郵便配達員さんによる幸せと安らぎのまちづくり！�
　3月21日（水）庄川郵便局と町とで「幸せと安らぎ
のまちづくり協定書」調印式が行われました。�
　この協定は、郵便外務員の方が、配達中に道路、
マンホール異常の情報に加え、新たに、廃棄物の不
法投棄等があった場合の情報提供並びに、定期的に
一人暮らし高齢者宅を訪問し、「声かけ」による安
否確認を行っていただくものです。�
　現在は、高齢福祉推進員並びに民生児童委員の方々
等が一人暮らし高齢者の安否確認をしていただいて
いますが、４月からは郵便外務員の方も含めて、地域
ぐるみで一人暮らし高齢者の方への支援が行われます。�
　町民が安全で安心して暮らせるように、町と郵便
局が連携を取り合い進めていきます。�

伏木昭夫さん 県知事（産業経
済功労）表彰受賞�

　2月20日､富山県建具協同組合四十周年記念式典の席上、伏木
昭夫さん（青島）が県知事（産業経済功労）表彰を受賞されま
した。�
　伏木さんは、多年にわたり建具組合の発展に寄与されたこと
が高く評価され、今回の受賞となりました。�
　今後もご健康に留意され、益々のご活躍をご期待いたします。�



《子どもたちの遊びについて聞いてみました》�

４月25日～５月８日まで�

ご協力いただきたいこと�

育てたい�
　  山へのマナー�
　　　　　　火の始末�

　私は、庄川町の保育所、小学校、中学校の子
どもたちといろんな遊びをしてきました。�
そこで感じたことは、日本と英国の子どもたち
の遊びには、同じようなルールの遊びがあるこ
とでした。�
　英国にしかないと思っていた遊びが日本にも
あることがわかり、大変驚きました。�
　似たような遊びに、日本の「鬼ごっこ」がイ
ギリスにもあります。この遊びのルールは全く
同じで、「ブルドック遊び」という呼び方をし
ています。�
　また、英国にあり日本にない遊びに「小包み
回し」という遊びがあります。この遊びについ
て簡単に紹介します。�
　まず、子どもたちが輪になって座り、音楽の

鳴っている間、小包みを
回します。音楽が止まると、
小包みを持っている子ど
もは、それを開きます。
　するとその中にはまた
紙にくるんだ小包みが出てきます。（玉葱をむ
くようなものです。）このような事がずっと繰
り返され、小包みを開いた時に、中から賞品が
出てきた人が勝ちとなる遊びです。�
　世界の子どもたちの遊びには、似たようなも
のがたくさんあり、これを通じて、お互いをわ
かりあえると思います。�
Next time,let's play various happy games 
together.（今度一緒にいろんな楽しいゲームを
しましょう。）�

�

14H13年／4月号�

ネクスト� タイム� レッツ� プレイ� ハッピー� ゲイムズ�

トゥゲザー�

バリュース�

ジョンの
ここがWhy?

　４月から庄川町で派
遣職員としてお世話に
なります宮崎恒充です。�
　鵡川町では、平成12
年４月から財政係とし
て「まちの台所」を担
当していました。庄川
町と鵡川町は人口規模
は同じ位ですが、地理
的条件・産業構成・文
化風習等多くを異にし
ています。しかし地方
自治体が抱える課題と
しては当然多くの共通点があり庄川町のよい取組を学
ばせていただけたらと思っています。学生時代を除い
てほとんどを鵡川町で生活してきましたが、行政に携
わる者として外から鵡川町を見つめ直すことができる
機会も頂きました。北海道人気質といわれている“お
おらかさ”（言い方を代えるとおおざっぱ）と“人と
人との交流を第一に”（仕事二の次ではございません）
をモットーに庄川町でお世話になります。よろしくお
願いいたします。�
�
　　　　　　　　　　　庄川町派遣職員　宮崎　恒充�
　　　　　　　　　　　（財務課主任）�

�

むかわ�
No.５９�

み や ざ き の ぶ み つ �

の ぶ み つ �

統一標語�

　春は、フェーン現象下で空気が乾燥し、「庄
川あらし」の季節でもあり、山林火災が発生
しやすい時期です。�
　山火事予防に皆さんのご協力をお願いします。�

① 枯草等のある火災の起こりやすい場所で焚
き火をしない。�

② 焚き火の場所を離れる時は完全に消火する
こと。�

③ 強風時、乾燥時に焚き火をしないこと。�

④ 火入れの許可は必ず受けること。�

⑤ 煙草の吸い殻は必ず消すとともに投げ捨て
ず灰皿へ。�

⑥ 火遊びしないこと。�

山火
事予防

運動のお知らせ



佐藤宅�
除
雪
機
械�

格
納
庫�

タ
ク
シ
ー
Ｐ�

北陸銀行�
庄川支店�

味処味処�
大ちゃん�

綿貫宅�
片山建設㈱

片山建設㈱�

味処�
大ちゃん�

片山建設㈱�

島
田
宅�

田
辺
宅�

酒のフクちゃん�家�

二万石用水�

今
宅�

大
浦
宅� 庄川興業㈱�

家�

環
　
状
　
線�

サ
イ
クリ
ン
グ
ロ
ード

105坪�

94坪�

103坪�

消防�
屯所�89坪� 89坪�

108坪�112坪�108坪�

121坪�112坪�

98坪�119坪�

92坪�92坪�
歩道歩道�歩道�

申込・問合先　役場企画調整課　TEL 82－1905　FAX 82－3521�
庄川町ホームページURL　http://www1.tst.ne.jp/shogawa/�
　　　　　　　　　　　　　　「得々情報」で情報発信中！�

町に定住する方を応援します！�

定住促進奨励金のご案内�

3区画� 11区画�

分譲予定単価　１坪あたり10万円 から12万円�

もうしばらくお待ちください！�

15 H13年／4月号�

人口�

 増 対策�

共通受給資格要件…町に定住する意思のある方。ただ
し、奨学奨励資金については卒業
後３カ月以内に町に帰り定住する
意思があること。本人または、生
計をともにする家族が町税などの
滞納をしていないこと。�

定住とは　
永住を前提として町に住民登録し、その
具体的な生活の基盤が町にあることをい
います。�

※地元商店街の活性化のため、奨励金の一部は商品券で交付しています。�

対 象 者　いずれかが満45歳以下の新婚夫婦�
交 付 額　１組につき５万円。また、町に１年以上定

住された方同士の場合は10万円�
申請期間　婚姻届を提出した日から３カ月以内�

結 婚 祝 い 金 �

対 象 者　現に子ども２人以上を養育し、さらに第３
子以降を出産する方�

交 付 額　第３子につき５万円／第４子につき８万円
第５子以降の１子につき10万円�

申請期間　出生の日から３カ月以内�

第 ３ 子 出 産 奨 励 金 �

対 象 者　第３子出産奨励金の要件を満たし、現に第
３子以降を養育する方�

交 付 額　第３子以降の１子につき月額１万円�
交付期間　出生の月から満３歳の前月まで�
申請期間　出生の日から３カ月以内�

第 ３ 子 育 児 奨 励 金 �

対 象 者　満15歳以上60歳以下の学卒就業者・Ｕター
ン定住者・転入定住者（奨学奨励資金の受
給者を除きます。）奨励金の交付は１人１
回限り。�

交 付 額　学卒就業者10万円　　　　　　　　　　　
Ｕターン定住者（単身）10万円（家族）20万円
転入定住者　　（単身）5万円（家族）10万円�

申請期間　学卒就業者は卒業から１年以内。Ｕターン
定住者・転入定住者は住民となった日から
１年以内。�

定 住 促 進 奨 励 金 �

対 象 者　町内に新たな土地を求め、自分が住むため
の新築住宅を取得した方�

交 付 額　固定資産税額（土地・家屋）相当額。ただ
し、１年間20万円を限度額とします。�

交付期間　新たに家屋の固定資産税を課税される年か
ら３年間�

住 宅 奨 励 金 �

対 象 者　高等学校以上の学校に新規入学する方で、
経済的理由により修学困難で成績優秀な場
合（経済的理由とは両親の年間総所得金額
の合計額が600万円以下の場合）�

交 付 額　高校生　月額１万円／大学生・短大生・専
門学校生　月額４万円�

交付期間　入学月から卒業月まで（学校が規定する修
学期間）。ただし、大学生は４年間を限度
とします。�

申請期間　４月１日～５月31日（卒業後町に定住する
意思を確認するため、申請書提出は本人が
行ってください。）�

奨励金の返還　　受給期間以上定住する場合は、受給額の
半額を受給期間に相当する期間内で返還し
てもらいます。�
　止むを得ない理由で定住できない場合は、
受給額の全額を一括して返還してもらいま
す。�

奨 学 奨 励 資 金 �

宅地分譲予告　“青島地内に新しい住宅団地誕生”宅地分譲予告　“青島地内に新しい住宅団地誕生”�宅地分譲予告　“青島地内に新しい住宅団地誕生”�

分譲予定区画図�
※面積は予定につき多少変わります。�



平成12年度�
庄川町生涯学習フェスティバル�

皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　企画調整課 　82-1905

教育文化表彰受賞者の方々　左前列から、嶋田さん、武田さん、（議長、町長、教育委員長、教育長、）町夜高保存会長 山田さん�
左後列から、山本さん、田畑さん、掛橋さん、藤森さん、藤美会代表 小西さん、山崎さん�

16H13年／4月号�

　３月４日（日）ふれあいセンターにおいて生涯学習フェステ
ィバルを開催されました。�
　午前中のワークショップでは、マジック、越中庄川玉すだ
れ、ニュースポーツ、ＩＴなどの体験コーナーをはじめ、子
どもお茶室や町連合婦人会によるフリーマーケットなどでに
ぎわいました。�
　午後からは、富山県青年海外派遣事業に参加された大蔵馨
さんの事例発表がありました。�
　記念講演では、女優の白川和子さんが「命輝いて」と題し
て、自らの半生記を基に大変有意義なご講演をされました。�
　また、町の社会教育や文化の向上のため、ご尽力された方々
に教育文化表彰、併せて「第４回川の情景を詠む」優秀短歌
の表彰及び「第３回読書感想文コンクール」優秀作品の表彰
が行われました。�
　受賞者は次のとおりです。�
庄川町教育文化表彰（敬称略）�
◇功労表彰�

嶋田　數男（天正）　　　　　武田　正治（  庄  ）�
藤森　浩子（青島）　　　　　田畑　史朗（金屋）�
山　　則子（金屋）　　　　　山本　美香（金屋）�
庄川町夜高保存会（団体）　　藤美会（団体）�
◇優良青年表彰　　掛橋雅美（示野）�
第３回読書感想文コンクール�

◇一般の部�

最優秀賞（北陸中日新聞社賞）　　中島満里子（天正）�
優 秀 賞　中井　溥子（五ヶ）　　松本　淳子（三谷）�

◇中学生の部�

最優秀賞（読売新聞社賞）　　　
　高田　実穂（湯山）�
優 秀 賞　水上　沙織（青島）�
　　　　　間馬　理絵（三谷）�
◇小学生高学年の部�

最優秀賞（富山新聞社賞）�
　　　　　柴田　麻美（青島）�
優 秀 賞　千秋　美奈（青島）�
　　　　　大井　美保（三谷）�
◇小学生低学年の部�

最優秀賞（北日本新聞社賞）�
　　　　　上野　琢麿（示野）�
優 秀 賞　武田　眞美（庄）�
　　　　　齋藤　彩香（金屋）�



2000年国体庄川町実行委員会解散総会�

収 蔵　－庄川美術館－�

第９回美しい日本のむら景観コンテストで受賞�

剣士の石像を寄贈される�

17 H13年／4月号�

　2000年国体庄川町実行委員会の第５回総会が３月７日に、
働く婦人の家で開催され、事業報告や決算報告を承認され、
目的の終了により解散されました。�
　そして、町長と町体育協会長の手により、「2000年国
体庄川町実行委員会事務局」の表札が取り外されました。�
　国体運営は多くの方々に支えられ、協力をいただき、
更に期間中は大勢の観戦と応援をいただきまして大成功
で終了することができました。大変ありがとうございま
した。�

　この度、宮窪伊作さん
（金屋）より松村外次郎先
生の木彫「にわとり」をご
寄付いただきました。この
ご厚志に心より感謝申し上
げます。�

　庄川百景の一つである「この斜面　汗で固め
た段々田」（秋の章・５）が農林水産省が主催
する「第９回美しい日本のむら景観コンテスト」
（３月６日東京）において、「農林水産省むらづ
くり対策推進本部長賞」を受賞いたしました。�
　私たちがもつこの美しい自然を末永く後世に
伝え、残していきたいものです。�

　2000年とやま国体剣道競技会開催を記念
して、剣士の石像が元体育協会長の石森幸
一さん（金屋）より寄贈されました。�
　石森さんは、職業の石材技術を生かし、
すべて自分で製作されたものです。�
　国体開催時は、選手の方々が盛んにこの
石像をバックに、記念写真をとっている光
景が見られました。�
　このご厚志に対し深く感謝申し上げます。�



18H13年／4月号�

小
学
校�

中
学
校�

　３月３日（土）に、６年生を送る会を行いました。�
　これは、在校生が日ごろ、集団登校や清掃活動、
クラブ活動など、日常の活動でお世話になったお礼
の気持ちを伝えようと計画し、運営したものです。�
　担任（６年生）の先生の特徴をクイズにして卒業生
に問いかけたり、プレゼント渡しをしたりするなど、
卒業生に楽しんでもらおうと、どの学年もいろいろ
な工夫をしました。�
　６年生たちが、２年生から大きな冠をかぶせても
らうときの、その嬉しそうな表情はとても印象的で
した。�
　また、４年生のプレゼント渡しは、ゲームの中で
障害物を乗り越えた人にのみ渡されるとあって、６
年生も真剣でした。�

　最後に６年生が、これまで学習してきた演奏を披
露し、楽しい一時を過ごしました。�
　こうしたふれあいと思いやりの心が、いつまでも
受け継がれていってほしいと願っています。�

冠をもらって大満足の６年生�

　３月15日（木）午前10時、体育館で卒業証書授与式
が挙行されました。３年生79名が、来賓、保護者、
在校生そして教職員の見守る中、一人ひとり校長先
生から卒業証書を授与されました。�
　これに先立って、３年生の生徒たちに卒業式を迎
えるにあたっての感想を聞いてみました。その一部
を紹介します。�
Ａ：これからは、自覚をもって頑張りたいです。�
Ｂ：今まで以上に、家族に感謝したいです。�
Ｃ：まだ実感がないけど、社会に出るのだなと感じ
ます。責任がついてくるなあ。�

Ｄ：これでまた一歩、大人に近づいた。�
Ｅ：夢はあきらめません。 �
Ｆ：卒業とは、新しい道を歩むときです。 �
Ｇ：在校生のみなさん、頑張っていい学校を作って
ください。 �

Ｈ：けじめのある高校生になりたいです。 �
　わずか３年間のことかもしれませんが、子どもた
ちにとってはいろいろな意味で貴重な３年間だった
ようです。１つの区切りの日を迎えた生徒たちの顔
は、まぶしく見えました。�

六年生を送る会�六年生を送る会�

卒業おめでとう�卒業おめでとう�
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アカンサス�
野村玉枝選�庄川俳句会�

ま
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づ
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短 歌�

庄川美術館�
収蔵作品紹介 3 

俳 句�

　ビザンチン時代のほの暗い古い寺院…。その一隅を照らす光の中、

静かに物思う若い女性の清澄な姿が描かれています。�

　地中海文明と遺跡に心ひかれる氏は、幾度となくその地を訪れ、周

囲の崩れかけた壁の上に残っているモザイクやフレスコを見つめなが

らその地のオーラというか雰囲気を体感します。そして、それらを心

のスケッチブックにとどめ熟成させていきます。�

　昭和10年、庄川町青島に生まれ、小学校の頃から画家になりたいと、

祖母、母親、妹、周りの人々を描き続け、今日まで人物をテーマに創

作に励んできました。�

　現世の生身の女性の華やかな美しさと過去に消え去ったビザンチン

文明の聖なる世界をドッキングさせて、人間を描きたいという自身の

想いを表現しているのです。�



◆開館時間◆�
　火～木曜日　　9:30～18:00�
　金　曜　日　　9:30～20:00　�
　土・日曜日　　9:30～16:00�

◆休 館 日◆�
　月 曜 日　　     2日、9日、16日、23日、30日�

〈一般診療〉�

  4月15日（日）  伊 藤 医 院（城端）  　62－0028�

  4月22日（日）  石黒外科医院（福光）  　52－3800�

  4月29日（日）  金 子 医 院（福光）  　52－0800�

  4月30日（月）  くぼクリニック（福野）  　22－7799�

  5月  3日（木）  佐 伯 医 院（福光）  　52－0689　�

  5月  4日（金）  柴 田 医 院（福野）  　22－2011　�

  5月  5日（土）  鷹西内科医院（井波）  　82－3231　�

  5月  6日（日）  富田整形外科クリニック（福光）  　52－8800　�

〈歯科診療〉�

  4月15日（日）  岡宗歯科医院（小矢部）  　67－2220�

  4月22日（日）  あらい歯科クリニック（小矢部）  　68－1101�

  4月29日（日）  山室歯科クリニック（小矢部）  　67－8777�

  4月30日（月）  増田歯科医院（小矢部）  　68－2600�

  5月  3日（木）  清水歯科医院（小矢部）  　61－1530�

  5月  4日（金）  谷口歯科医院（小矢部）  　61－3061�

  5月  5日（土）  五郎丸歯科クリニック（小矢部）  　68－3560�

  5月  6日（日）  石崎歯科医院（福光）  　52－0165
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H13年／4月号� H13年／4月号�

4月24日�
4月26日�
4月  6日�
毎週金曜日�
4月  2日�
4月25日�
4月  5日�
4月27日�

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

砺波保健所�
保健センター�
青島児童館�
保健センター�
�

保健センター�

H13.1月生�
H9.9～12月生�
希 望 者 �
希 望 者 �
H12.1～�
9月生�

H12.10～�
12月生�

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

4/5�

6�

7�

8�

9�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

（火）�
（木）�
（金）�

�
（月）�
（水）�
（木）�
（金）�

午後1：00～1：30�
午後12：45～1：15�
午前10：00～11：30�
午前9：00～12：00�

午後1：00～2：00�
�
午後1：00～1：30�
�

小 説 �

�

�

�

�

�

一般書�

�

�

�

�

�

�

児童書�

■新着図書�

家業の牧場を騙し取られ非業の死を遂
げた父。孤独と絶望だけを抱え19歳の
夏上京した柏木圭一は、26年の歳月を
経て政財界注目の若き実業家となった。
罪を犯して手に入れた金から財を成し
た柏木が描く復讐のシナリオ。�

「天国への階段　上・下」�
　　　　　　 白川　道　著�

2021

4/5～5/5くらしのカレンダー�
（診療時間　午前9時～午後5時）�

■日曜・祭日連絡医院■�

３か月児健診�
３歳児健診�
育 児 相 談 �
健 康 相 談 �

三 種 混 合 �
予 防 接 種 �
Ⅰ期（初回）�

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

5/1�

2�

3�

4�

5

小学校入学式　10：00～　小学校�
中国語講座　19：30～22：00　農村環境改善センター�

春の全国交通安全運動�
中学校入学式　10：00～　　中学校�
健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

離任式　小・中学校�
実技講座「春を描く」　10：00～16：30　庄川峡働く婦人の家�

第26回春季町民野球大会　9：00～　町民運動場�
交通安全町民大会　10：00～　町民体育センター�

狂犬病予防集団注射　  9：00～12：00　役場�
狂犬病予防集団注射　13：30～14：00　雄神集会センター�
狂犬病予防集団注射　14：30～15：00　種田児童館�

介護相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

第5回北日本新聞社杯町民ペタンク大会　8：30～　町民運動場�
中国語講座　19：30～22：00　農村環境改善センター�

人権相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

2001年富山県グラウンド・ゴルフ春季大会　9：00～　弁財天公園�

小学校家庭訪問　15：00～�

山火事予防運動（～5/8）�
中国語講座　19：30～22：00　農村環境改善センター�

法律相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

障害者相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

庄川木工まつり　9：00～16：00　水記念公園�

献血のお知らせ�
実 施 日　４月20日（金）�
受付時間　午後１時30分～午後４時30分�
場　　所　庄川町役場�

　あなたの献血が、多くの患者さんの力
になります。�
　ご協力をお願いします。�



22H13年／4月号�

　高齢者の方や幼いお子さんにも安心して生活して
いただけるよう各部屋の段差は無くし、浴室や便所
には手すりを設けゆとりある住宅です。�
問合先　産業建設課都市計画係 　82－1904

期　日　５月３、４、５日�
時　間　午前９時～午後４時�
場　所　水記念公園�
イベント内容�
庄川木材市（木材料の販売）等�
日本の木工ろくろの実演 等�
庄川挽物製品が20％off（特産館、ウッドプラザ）�
問合先　水記念公園 　82－4316（水資料館）�

おすすめします！�
国民年金の便利でお得な「前納制度」�

自衛隊�
幹部自衛官候補生募集について�

町営住宅グリーンハイツ示野�
入居者募集！！�

募集種目　一般幹部候補生・技術幹部候補生�
受付期間　平成13年４月９日（月）から　　　　　　

　　　　　　　　　　５月11日（金）まで�
応募資格　平成14年４月１日現在、22歳以上26歳未

満で大学卒業程度の学力を有する者。た
だし、大学院修士課程修了者（見込み含
む）については、28歳未満。�

試 験 日　平成13年５月26日（土）、飛行要員（パイ
ロット）は５月27日（日）の２日間�

試験場所　富山県中小企業センター（富山市）�
問 合 先　自衛隊砺波募集案内所 　0763－33－3797

毎月納付の�
場合�

定額＋付加�

定　　　額�

164,400円�

159,600円�

前納の場合�

161,480円�

156,770円�

差　額�

2,920円�

2,830円�

　平成13年度の国民年金保険料は今年も据え置かれ
ることになりました。�
　保険料は､毎月納めることが原則ですが、４月中
に1年分をまとめて納付することが出来ます。これ
を「前納」といいます。�
　前納すると一定の率で保険料が割引されますし、
納め忘れもなくなりますので大変便利です。�
　割引額は次のとおりです。　　　　　　　（年額）�
�
�
�
�
�
�
�
　ご希望の方はお早め
に印鑑を持参のうえお
気軽に役場窓口までお
申し出ください。�
　又、保険料を４月中
に前納し、ご応募いた
だいた方の中から抽選
で「国民年金健康保養
センター“ひみ”の宿
泊券」等をプレゼント
します。�
　応募方法など詳しく
は、住民課住民福祉係
まで 　82－1902



親の想い　子の想い�

辻　志郎　親子展　 和志・弥生子�
　　4/28(土)～6/3(日)　　　 庄川美術館�

農作業標準料金�

標 準 小 作 料 �

23 H13年／4月号�

善意の窓�
■福祉資金として�

▽庄川町連合婦人会　（10,760円）�
■広報送付お礼として�

▽千葉県市川市　川田 都子さん�
（福祉に役立ててくださいと、くつ下段ボール１箱）�
�
　これらのご厚志に対し、深く感謝申し上げ、有効
に活用させていただきます。�

炎のように創作へ情熱
を燃やし続ける彫刻家
　　　　　　辻　志郎。�
その父を師とし　現代
社会世相の造形表現に
挑む子　　　　　　　
　　　　　　　　和志�
と新進の金工作家とし
て歩み始めた�
　　　　　妻　弥生子。�
親子三人のユニークな
展覧会をお楽しみくだ
さい。�

ご自由にお使いください。�

標準小作料・農作業標準料金が�
改訂されました�

　町農業委員会では、最近の米価の低迷など、農業
事情の大きな変化を受けて、３年ぶりに標準小作料
と農作業標準料金の見直しをされました。小作料の
支払いや機械利用料等の参考にしてください。�

「戒未来」　辻　志郎�

区分� 級　地�

１ 級 地 �
２ 級 地 �
３ 級 地 �
１ 級 地 �
２ 級 地 �
３ 級 地 �

項　　　　　目� 単 位�
　　１日　　
   （8時間）

�

1時間�
10ａ�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�

〃�
�
〃�
〃�
〃�
10ｍ�
10ａ�
〃�
〃�
〃�
100㎏�
10ａ�
10ａ�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
1時間�
10ａ�

備　　考�料金（円）��
�
�
オペレーター含む�
　　　 〃�
　　　 〃�
　　　 〃�
　　　 〃�
　　　 〃�
　　　 〃�
　　　 〃�
　〃　�
�
�
運搬料含まず�
オペレーター含む�
　　　 〃�
　　　 〃�
　　　 〃�
　　　 〃�
　　　 〃�
　　　 〃�
持ち込み（生重）�
オペレーター含む�
　　　 〃�
　　　 〃�
オペレーター、油代含まず�
　　　 〃�
オペレーター含まず�
油代含む�
オペレーター含む�
　　　 〃�
薬剤含まず�

�

�

�

�

�

�

（注）�

（注）�

（注）�

（注）�

（注）�

ホース持ち除く（注）�

（注）�

�

�

（注）�

�

�

�

�

�

�

�

（注）�

（注）�

（注）�

�

�

�

�

（注）�

�
農作業（一般）�
オペレーター�
耕耘機荒起�
耕耘機代かき�
耕耘機荒起・代かき�
トラクター荒起�
トラクター代かき・均平�
トラクター荒起・代かき・均平�
田植機�
側条施肥田植機�
動力散布機�

コンバイン刈取�
�
乾燥料�
秋起し・作溝料�
ブロードキャスター�
畦塗り�
耕耘・整地・播種�
耕耘・整地�
播種�
コンバイン刈取�
乾燥料�
耕耘・整地・播種�
播種のみ�
培土（カルチャー）�
管理機使用料�
収穫機使用料�
脱粒機使用料�
　　   〃�
コンバイン刈取�
草刈機（請負）�
防除（液剤）�

�
9,100�
1,920�
7,950�
5,750�
13,400�
5,950�
6,350�
12,300�
6,600�
8,300�
1,300�

19,100�
�

9,800�
5,500�
1,100�
1,000�
9,000�
6,000�
4,000�
15,000�
3,000�
8,000�
4,200�
3,200�
2,000�
3,500�
2,000�
3,500�
18,300�
3,200�
1,600

単収（㎏）�

480�
460�
430�
480�
460�
430

標準小作料（円）�

11,700�
6,500�
1,400�
6,700�
1,400�
100

大
型
圃
場�

未
整
備
田�

適用期間：平成13年～平成15年　�
（注）については、１区画10ａ未満の田は20％増�

機
　
　
　
　
　
械
　
　
　
　
　
利
　
　
　
　
　
用
　
　
　
　
　
料�

水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
　�

麦�

大
　
　
　
　
　
　
豆�

オペレーター含む�
ほ場状況（倒伏、軟弱田等）�
30％以内の割増�

非自走式�

　自走式�

　役場庁舎１階ロ
ビーにパソコンを
設置しました。�
　このパソコンは、
町民のみなさんが、
いろんな情報を得
ることができるよ
うに設置したもの
です。�
　利用できる時間は、９時～17時で（但し閉庁の日
は除く）誰でも利用できます。�
問合先　産業建設課商工観光係 　82－1904

農作業�
料金�

（10a当たり）�



　３月16日（金）種田保育所では、卒園する

年長組のお別れ会に、庄川町のブルーハー

モニー合唱団の方々を招き、「ミニコンサ

ート」を開催しました。�

　子どもたちの知っている歌「春が来た」「シ

ャボン玉」「おもちゃのチャチャチャ」など、

みんなで歌いました。子どもたちは、合唱

団のきれいな歌声に感心しながら、楽しい

ひとときを過ごしました。�

　卒園前の年長組には、心に残るコンサー

トになりました。�

町では、チャイルドシート購入に対して補助を行っています。�

不用になったチャイルドシートを提供してください�
但し、運輸省の安全基準の合格品で、汚れや損傷のひどくないもの�

遊 休 品 を �
斡旋します�

【 補助をしているチャイルドシートの種類 】�

　車のチャイルドシートの着用が義務化されてから１年が経ちましたが、まだ、子ど

もが助手席に立っていたり、大人に抱かれて乗っている様子を見かけます。�

　様々なメディアでその重要性が報道されているにもかかわらず、まだ子どもに着

用させていない保護者の方がいるのは、大変残念なことです。�

　チャイルドシートは、子どもの未来を守る大切な命綱です。しっかり取り付け、着

用しましょう。（取り付けについては、購入したお店などで十分説明を受けましょう。）�

24H13年／4月号�

種田保育所�

対象者�
町民である児童�
申請が出来る人�
町に住民登録されいる方で、補助対象児童の保護者など�
補助対象経費�
運輸省の安全基準に合格した物を購入した場合、その購入費（本
体のみ）の1/3相当額（10,000円を限度）�
申請に必要なもの　�
・申請書（役場にあります。）�
・購入領収書�
・保証書の写し�
・印鑑（申請書に押印する為）�
・補助金の振込み先がわかるもの（金融機関名、口座名義、口
座番号等）�

�
◎申込み方法�
総務課へ直接お越しください。（在庫の関係もあり
ますので、事前に電話等でお問い合わせください。）�

�
�

・・・・・・・・・・ 問合先　総務課管理係 　82－1901 ・・・・・・・・・・�

① 乳児用�
おおよそ0～9カ
月頃まで�

寝かせておける
タイプ（ベビーシ
ート）�

③ 学童用�
おおよそ4歳～
10歳頃まで�

座高を上げ背の
高さを補うタイ
プ（ジュニアシー
ト）�

② 幼児用�
おおよそ4カ月～
4歳頃まで�

自分で座ってい
られるようになっ
たらこのタイプ（幼
児用シート）�

② 幼児用�
おおよそ4カ月～
4歳頃まで�

自分で座ってい
られるようになっ
たらこのタイプ（幼
児用シート）�



中島  拓都くん�
（天正）�

父…雅樹　母…恵子�

沖田  晃大くん�
（青島）�

父…直久　母…智春�

加藤  洸樹くん�
（古上野）�

父…久雄　母…欣世�

西元  千紘ちゃん�
（庄）�

父…勉　母…律�

斉藤  杏梨ちゃん�
（庄）�

父…宏　母…マルセリナ�

ご
は
ん
を
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
、
奏
夢
と
仲

良
く
遊
ん
で
ね

25 H13年／4月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、役場企画調整課へ提
出してください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却いたします。�

たくと�

こうだい�

元
気
も
り
も
り
パ
ワ
ー
全
開
！！
�

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
。�

こうき�

元
気
に
お
遊
び
し
て
ね
。�

ちひろ�

お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
な
か
よ
く
あ
そ
ん
で
ね
。�

あんり�

倉田　英毅さん（五ケ）が全日本スノーボ
ードテクニカル選手権大会でみごと５位
に入賞�
�
と　き　３月18日（日）�
ところ　北海道ルスツリ
　　　　ゾート�
�

第56回国民体育大会冬季大会スキー競技会�
と　き　２月19日（月）～21日（水）�
ところ　長野県飯山市戸狩温泉スキー場�
ジャイアントスラローム�
少年男子　　12位　齋藤秀行（示野）�
成年男子Ｃ　19位　冨樫雄二（青島）�
�
第６回庄川町民室内ペタンク大会�
と　き　2月25日（日）�

ところ　町民体育センター�
１位　21区Ｇ１－Ａ�
２位　はつか会Ｆ�
３位　フツースリー�
�
第14回庄川町男女混合ビーチボール大会�
と　き　３月４日（日）�
ところ　町民体育センター�
１位　うりわりビーチＡ�
２位　24区Ｂ�
３位　24区Ａ�
�
第19回東西砺波郡民体育大会冬季大会スキー競技会�
と　き　３月11日（日）�
ところ　利賀スキー場�
総合　３位　庄川町�
ジャイアントスラローム�
一般男子Ｄ　２位　和田光正（青島）�
一般女子Ａ　３位　南　聡美（湯山）�
一般男子Ｆ（オープン競技）1位　齊藤博之（庄）�



●町の人口（３月末日現在）●�

人　口　7,313（△14）（△12）転入　26　  53�

　男　　3,528（△10）（△  7）転出　38　  71�

　女　　3,785（△  4）（△  5）出生　  2　  12�

世帯数　2,036（　  0）（＋12）死亡　  4　  13

累計�
（H13.1.1～）�前年比�前月比�
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編 集 後 記 �

　今月号の広報から表紙の原画を野村修三さん
に依頼しました。これから一年間、町の美しい
風景と人物などを題材として、版画で紹介して
くださいます。みなさん楽しみにしてください。�
　表紙の版画をみているととてもほのぼのとし
た気持ちになります。この季節、華やかに咲く
満開の桜とは対照的に、山里では「かたかご」
などの山野草がひっそりと小さな花を咲かせま
す。ぼんやり歩いていると見過ごしてしまいそ
うになるのですが、けなげに咲いているそれは、
とても柔和で可憐さが伝わってきます。�
　人も同じで表舞台に立って脚光を浴びる方、
人前は少し苦手でも、一つのことにコツコツと
打ち込む方、いろんな方がいらっしゃいます。�
　人が人として、それぞれの立場で自分の個性
を生かし、与えられた役割を一生懸命果たして
いくことがとても大切なことだと思います。�

本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�
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両
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の
桜
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の
初
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村
青
年
団
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か
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作
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昭
和
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作
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こ
の
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は
町
民
の
心
の
オ
ア
シ
ス
で
あ
る
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